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編集後記 プラズマ・核融合学会の編集委
員を担当させて頂き，早いもので

二年が経ちました．今回の企画は2次元回転系上の乱流に
おける大規模構造形成について取り上げましたが，私自
身の理解を深めるという意味でも非常に良い経験でした．
さて，私はイタリア出身なのですが，日本人が意外に
知らないイタリアでの食事のルールがあります．日本で
はパスタの種類に関わらず粉チーズが出てくるのが一般
的ですが，イタリアでは魚介系のパスタに粉チーズをか
けるのはタブーとされています．これは魚介系パスタの
繊細な味が粉チーズによって失われてしまうからです．
魚介系パスタに粉チーズをかける行為は，このパスタ美
味しくないと言っているようなものなのです．私が日本
に来たばかりの時に友人がアサリのパスタにチーズをか
けて食べたときには驚きました．
一方，逆のパターンも当然あり，わたしのイタリアの
友人はごはんに醤油を直接かけたりワサビを単体で食べ
たりと日本ではタブーになっていることを疑問に思わず

にやります．かくいう私も日本に住んで10年になりますが，
食事に箸を刺す行為がマナー違反だということを数年前
に知りました．海外のマナーをしっかり把握するという
のは難しいものです．
この編集後記を書いている今，街中はクリスマスムー
ド一色です．日本のクリスマスの食事と言えばチキンと
苺のショートケーキが定番ですが，イタリアではパンドー
ロというパンをよく食べます．パンドーロとは，イタリ
ア語で黄金のパンという意味で，卵とバターがふんだん
に使われた甘いスポンジケーキのようなパンです．毎年
クリスマス前2週間ほどは朝食やおやつにパンドーロを食
べていたので，わたしはパンドーロを食べると子ども時
代のクリスマスを思い出します．ちなみに，もともと甘
いパンに粉砂糖を振りかけて食べるのでそのままでも十
分甘いのですが，イタリア人はそこにさらにチョコレー
トペーストを塗ります．日本人の妻の前でチョコレート
ペーストをつけて食べると甘すぎるのではないかと言わ
れますが，これが美味しいのです．� （佐藤直木）
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